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長
野
も
発
進 

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
構
築 

に
本
腰

山
形
県
に
続
き
、長
野
県
が
ス
マ
ー
ト
・

テ
ロ
ワ
ー
ル
構
築
に
挑
む
。
長
野
県
は
２

０
１
７
年
度
新
設
事
業
「
地
域
食
料
自
給

圏
構
築
」（
５
カ
年
計
画
）
を
開
始
し
た
。

阿
部
守
一
知
事
は
重
要
政
策
課
題
に
「
地

消
地
産
」
を
掲
げ
、
松
尾
雅
彦
を
「
食
の

地
消
地
産
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」に
委
嘱
し
た
。

今
年
７
月
14
日
、長
野
県
農
政
部
（
主
催
）

と
松
尾
雅
彦
（
主
催
者
）
は
長
野
県
野
菜

花
き
試
験
場
佐
久
支
場
（
小
諸
市
）
の
見

学
会
を
開
催
し
、
計
画
の
全
容
と
現
状
を

初
公
開
し
た
。

実
証
実
験
計
画

地
域
内
自
給
圏
の
実
現
に
向
け
、
地
域

内
循
環
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
を
行
な

う
。

①�

畑
作
輪
作
・
耕
畜
連
携
実
証
。
ジ
ャ
ガ

イ
モ
・
小
麦
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
大
豆

の
畑
作
輪
作
試
験
。

②�

農
産
物
加
工
・
地
域
内
消
費
実
証
。
民

間
業
者
と
連
携
し
た
畑
作
物
・
豚
肉
の

加
工
試
験
。消
費
に
結
び
つ
け
る
実
証
。

作
付
計
画

全
７
５
０
０
㎡
を
12
区
画
に
分
割
し
、

４
作
物
を
連
作
区
・
無
堆
肥
区
・
堆
肥
区

で
作
付
け
し
比
較
す
る
。
４
作
物
は
、
小

麦
（
ゆ
め
か
お
り
）・
大
豆
（
ナ
カ
セ
ン

ナ
リ
）・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
（
ト
ヨ
シ
ロ
・
男

爵
薯
）・
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
（
ス
ノ
ー

デ
ン
ト
１
０
８
）。

①�

連
作
区
：
４
作
物
を
そ
れ
ぞ
れ
連
作
。

化
学
肥
料
の
み
使
用
。

②�

無
堆
肥
区
：
４
作
物
を
そ
れ
ぞ
れ
輪

作
。
化
学
肥
料
の
み
使
用
。

③�

堆
肥
区
：
４
作
物
を
そ
れ
ぞ
れ
輪
作
。

堆
肥
・
緑
肥
・
化
学
肥
料
を
使
用
。

長
野
県
の
阿
部
知
事
は
、
１
９
８
２

年
に
農
水
省
が
提
唱
し
た
地
産
地
消
の

政
策
を
否
定
し
て
、「
地
消
地
産
」
を
経

済
政
策
に
据
え
て
い
ま
す
。
私
は
昨
年
、

阿
部
知
事
か
ら
食
の
“
地
消
地
産
”
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

拙
著
『
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
』
の

仮
説
の
通
り
、
長
野
県
で
も
ま
ず
実
証

展
示
圃
づ
く
り
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

農
山
漁
村
を
蘇
生
す
る
に
は
「
地
消

地
産
」
が
原
則
で
す
。
地
域
再
興
の
原

資
を
国
家
の
財
政
に
依
存
す
る
の
で
は

な
く
、
地
域
の
消
費
活
動
を
ベ
ー
ス
に

す
る
こ
と
が
「
地
消
地
産
」
で
す
。
農

業
に
限
ら
ず
、
林
業
で
も
水
産
業
で
も

共
通
の
原
則
で
す
。
国
家
の
財
政
に
期

待
し
て
も
、
全
国
す
べ
て
の
地
域
の
要

望
に
応
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
ス
ズ
メ
の

涙
ほ
ど
の
配
分
に
し
か
な
ら
ず
役
に
立

ち
ま
せ
ん
。
政
治
家
の
選
挙
の
具
に
な

る
だ
け
で
す
。
一
方
、
住
民
の
消
費
活

動
は
、
住
民
が
い
る
か
ぎ
り
途
絶
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
地
消
地
産
」
は
か
つ
て
社
会
シ
ス
テ

ム
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
19
世
紀
の
産
業
革
命
以
降
に
盛
ん

に
な
っ
た
分
業
が
海
を
渡
っ
て
拡
大

し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
仲
立
ち
す
る
商
社

スマート・テロワール通信

スマート・テロワールとは中核となる地方都市と農村からなる自給圏の構想である。
そのコンセプトはサステナビリティ（持続可能性）を目指し、

「田畑輪換を畑作輪作へ転換する」「地域に女性の職場の食品加工場をつくる」
「住民の地元愛で地元産の食品を応援する」という３つに取り組むこと。

実現すれば、21 世紀の社会において農村が最も元気になる。

現地には農業者と加工事業者、地域振興局らを含め約50名が集結。佐久支場は
御牧ヶ原地域にある。標高約800ｍ、東に浅間連峰、南に蓼科山と八ヶ岳を望む
粘土質の台地になる。実験は佐久支場を含む３つの県営試験場で分担されている。

3

視 　 点

松 尾  雅 彦
スマート・テロワール協会会長

元カルビー社長

長野は７つの
地域にゾーニング
できる。
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豚舎（上・中央）。自給飼料（左）。
飼料の組成は９割以上が自給飼料。

の
事
業
も
増
大
す
る
と
「
地
消
地
産
」

は
崩
壊
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
代
は

「
重
商
主
義
」
全
盛
の
時
代
に
な
っ
て

い
ま
す
。
農
山
漁
村
の
再
興
を
図
る
に

は
、「
重
農
主
義
」
の
旗
を
立
て
、
地

消
地
産
か
ら
復
活
の
槌
音
を
響
か
せ
る

こ
と
。そ
れ
以
外
に
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
復
古
趣
味
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
と
え
ば
、
山
の
手
入
れ
が
行
き

届
い
て
い
た
こ
ろ
を
懐
か
し
ん
で
も
無

駄
で
す
。
昔
は
人
々
の
多
く
が
農
村
に

住
み
、人
手
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
て
、

現
代
は
事
情
が
異
な
り
ま
す
。

今
の
時
代
に
合
っ
た
山
や
農
地
や
海

な
ど
の
資
源
の
活
か
し
方
を
開
発
し
な

が
ら
「
地
消
地
産
」
で
需
要
を
掘
り
起

こ
す
こ
と
。
こ
の
作
戦
は
現
代
だ
か
ら

こ
そ
有
効
で
す
。
21
世
紀
は
「
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
が
重
視
さ
れ
る
時
代
だ

か
ら
で
す
。
人
は
皆
、
生
態
系
の
中
で

生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
山
漁
村
を
捨

て
た
人
に
お
金
で
地
域
の
蘇
生
を
依
頼

す
る
と
、生
態
系
を
壊
し
か
ね
ま
せ
ん
。

地
域
の
人
々
が
手
間
の
か
か
る
こ
と
を

厭
わ
ず
に
、
地
域
の
生
態
系
を
起
点
に

「
地
消
地
産
」
の
シ
ス
テ
ム
を
創
れ
ば
、

地
域
社
会
の
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

こ
の
と
き
地
域
の
基
本
の
単
位
と
な

る
の
が
「
テ
ロ
ワ
ー
ル
」
で
す
。
農
業

も
林
業
も
水
産
業
も
、
テ
ロ
ワ
ー
ル
で

成
功
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

「
地
消
地
産
」
は
「
地
産
地
消
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
念
の
た
め
。

山
形
大
学
農
学
部
、 

自
給
飼
料
で
豚
を
肥
育

山
形
大
学
農
学
部
で
進
行
中
の
豚
の
肥

育
試
験
は
、
現
在
２
回
目
の
出
荷
を
間
近

に
控
え
て
い
る
。
前
回
の
肥
育
試
験
と
試

作
加
工
の
結
果
を
踏
ま
え
、
よ
り
美
味
し

い
加
工
品
と
し
て
９
月
中
を
目
標
に
ロ
ー

ス
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ベ
ー
コ
ン
と
し

て
市
販
さ
れ
る
。
現
在
、
肥
育
豚
数
は
18

頭
。
１
１
０
㎏
を
出
荷
の
目
処
と
し
て
い

る
。
７
月
中
旬
現
在
80
㎏
前
後
で
発
育
は

順
調
だ
。

飼
料
の
組
成
は
９
割
以
上
が
自
給
生
産

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
大
豆
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

で
、
特
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
フ
ス
マ
と
混
合

し
て
サ
イ
レ
ー
ジ
（
発
酵
飼
料
）
に
調
製

し
て
給
与
し
て
い
る
。
な
お
、
今
年
か
ら

栽
培
を
始
め
る
小
麦
を
収
穫
後
、
自
給
の

フ
ス
マ
を
利
用
す
る
。

今
回
の
肥
育
試
験
で
は
、
主
に
ジ
ャ
ガ

イ
モ
サ
イ
レ
ー
ジ
の
配
合
割
合
を
０
％
、

15
％
、
30
％
に
３
段
階
に
設
定
し
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
配
合
割
合
の
違
い
に
よ
る
発
育

速
度
の
評
価
お
よ
び
肉
の
品
質
評
価
を
行

な
う
。

将
来
的
に
庄
内
地
域
の
生
産
者
が
自
給

飼
料
を
主
体
に
肥
育
す
る
場
合
、
作
物
の

収
穫
時
期
や
収
穫
量
に
よ
っ
て
飼
料
組
成

を
変
え
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
想
定
し
て

の
こ
と
だ
。
大
学
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
た

ん
ぱ
く
質
を
一
定
に
維
持
す
れ
ば
組
成
を

変
え
て
も
発
育
に
差
は
な
い
と
仮
定
し
て

い
る
。
現
在
ま
で
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
配
合

割
合
の
違
い
に
よ
る
発
育
の
差
は
出
て
い

な
い
と
い
う
。

この肥育試験をテーマにして修士論文の研究に取り組んでいる山形
大学院生小野恵美さん（左）。技術職員菊地洋一氏（中央）、本間
千恵子さん（右）。餌は１週間分（７月中旬当時、１頭１日約６kg、
計約140kg）をまとめて作り、１日朝夕２回、個体別に分量を計っ
て給飼している。


